












ここでは，Mergent International Company Data DirectTMおよびブルガリア企業のウェブページから入
手した 1999年または 2000年の年次報告書を取り上げる．調査対象企業は次の 9社である 1）．
① Bulbank（銀行，1999年および 2000年）
② Bulgarian Telecommunications Company（通信，2000年）
③ Central Cooperative Bank（銀行，1999年）
④ Commercial Bank Biochim（銀行，1999年）
⑤ Encouragement Bank（銀行，2000年）
⑥ First Investment Bank（銀行，2000年）
⑦ Hebros Bank（銀行，2000年）
⑧ National Electricity Company（電力，2000年）
⑨ United Bulgarian Bank（銀行，2000年）
（上記カッコ内は業種および入手した年次報告書の年度を示している．）
1）ここで取り上げたブルガリア企業の年次報告書はすべて英語版である．収集したブルガリア語版の年次報告





























2000年 10月以降，Uni Credito SpAと Alianz AGがそれぞれ 93％と 5％を所有している．
2）ここでは，Supervisory Boardを監督委員会，Management Boardを経営委員会と訳出した．株主総会は，監督
委員会委員を選任し，監督委員会は経営委員会委員の中から執行役員（Executive Director）を選任する．また，























































































Statement of the Chairman of the Supervisory Boardという表題で，監督委員会会長からの当期の概
況を踏まえての挨拶および謝辞が記載され，署名されている．ブルバンクでは，2000年度に大株主
が，Bank Consolidation Company（98％保有）からイタリアの金融資本 Uni Credito Italiano SpA（93
％保有）へ交代していることから，所有の変更の紹介に重点をおいた挨拶となっている．
5．経営委員会会長声明書













2000 1999 1998 1997 1996
主要数値
当期純利益 160,065 71,582 55,523 357,697 45,033
期末株主資本（期末日現在） 602,776 544,220 540,475 418,637 69,252
期末総資産（期末日現在） 2,559,476 2,326,968 2,196,595 2,682,613 1,165,749
1株当たり当期純利益（BGN） 0.96 0.43 0.513 31.805 8,933.00
利益
利息粗利益 97,301 66,024 77,199 73,858 19,735
報酬および手数料粗利益 28,957 28,939 21,703 15,198 1,355
証券関連粗利益 19,037 23,291 （36,374） （112,410） 31,213
外国為替粗利益 3,262 44,888 4,553 469,888 51,955
業務粗利益 149,688 177,825 60,307 451,925 106,140
持分証券売却利益およびその他の利益 154,917 6,091 28,622 212,925 （118）
税引前当期純利益 204,725 108,955 61,275 596,162 73,832
費用
営業費用 59,662 41,134 31,326 26,473 3,533
人件費 30,452 21,177 20,095 13,060 1,125
その他の営業費用 29,210 19,957 11,231 13,413 2,408
減価償却費 10,274 10,429 2,813 1,000 89
引当金繰入額（戻入額） 29,944 23,399 （6,485） 41,072 28,568
税金費用 44,660 37,372 5,752 238,465 28,779
財務比率
総資本利益率（ROA） 6.5 3.2 2.3 10.2 9.1
株主資本利益率（ROE） 29.5 14.1 11.6 154.9 99.8
自己資本比率（期末日） 23.6 23.4 24.6 15.6 5.9
BISリスクアセットレシオ（期末日） 71.5 54.4 56.3 41.8 27.2
BIS Tier1リスクアセットレシオ（期末日） 65.3 51.5 52.8 44.9 28.2
総資産リスク資産比率（期末日） 32.9 40.4 35.2 34.7 21.1
コスト率 46.7 29.0 56.6 6.1 3.4
経営資源数（期末日現在）
店舗数 105 80 63 37 27
従業員数 2,084 1,928 1,891 1,829 1,504
外国為替レート（期末日）（BGN/USD） 2.10191 1.9469 1.6751 1.7765 0.4874















USドル（1999年：1,081百万 USドル）の赤字となった．経常収支もわずかに悪化して 696百万 US
ドルとなっている．














2年間の民主化プロセスを経て Bank Consolidation Companyは，2000年 10月に 98％の持分をイタ














総資産は 10％，預金は 14.8％増加した．総資産利益率（ROA）は，3.2％から 6.5％に，株主資本利
益率（ROE）は 14.1％から 29.5％に上昇し，一株当たり当期純利益は 0.96レバとなった．コスト率
は 46.7％，国際的な統一基準である BIS自己資本比率は 71.5％となった 5）．
③財務成績
要約損益計算書（表 4）と段階利益の対前年比グラフを示し，その分析を行っている．






























































総資産は前期末日と比較して 10％増加して 2,560百万レバとなった．利息債権は総資産の 85％か























German BUNDsと Hessen Provincial債券が期末日保有の主なポートフォリオである．
・持分証券への投資
































貸出金 貸倒引当金 貸出金 貸倒引当金
一般債権
正常債権 256,269 7,688 199,252 6,078
要注意債権 26,023 5,203 19,191 4,798
282,292 12,891 218,444 10,876
不良債権
要管理債権 6,297 3,149 21,381 10,690
破綻懸念債権 27,260 20,444 7,691 5,769
破綻先債権 513 513 638 638
34,070 24,106 29,710 17,097

























































する監査法人（auditing enterprise）の証明を得なければならない．（銀行法第 61条第 2項）
以下，ブルガリアの年次報告書に含まれる財務諸表について，注記内容の分析（表 8）を行った
後，ブルバンクの監査報告書，基本財務諸表（表 9～ 12）および財務諸表の注記（表 13）について
検討する．
表 7　財務諸表記載年数
貸借対照表 損益計算書 キャッシュ •フロー計算書 株主持分変動計算書
1年分 2 2 1 0
2年分 6 6 6 6
























会社の状況 6社 無形固定資産 2社
会計方針 6 貴金属 1
受取利息 /支払利息 6 金融商品 3
手数料 6 その他の資産 4
証券業務関連 2 金融機関に対する債務 6
為替業務関連 2 顧客に対する債務 6
投資証券からの利益 1 引当金 6
為替差益 2 借入金 1
その他の収入 2 その他の負債 5
営業費用 5 繰延税金資産負債 4
一般管理費 1 資本金 6
税金 6 剰余金 3
配当 1 年齢調べ 4
現金および中央銀行準備預金 6 関係会社取引 5
現金および現金同等物の内訳 6 財務資産負債公正価値 4
金融機関に対する債権 6 偶発債務 6
顧客に対する債権 6 後発事象 5
有価証券 5 簿外資産負債 1

































































































資本金 当期純利益 利益剰余金 再評価剰余金 株主持分
1999 年 1 月 1日 166,370 — 307,790 66,315 540,475
売却資産の再評価 — — — （1,289） （1,289）
再評価剰余金振替 — — 5,093 （5,093） —
当期純利益 — 71,582 — — 71,582
配当金 — — （66,548） — （66,548）
1999 年 12 月 31 日 166,370 71,582 246,335 59,933 544,220
2000 年 1 月 1日 166,370 — 317,917 59,933 544,220
売却資産の再評価 — — 12 （12） —
再評価剰余金振替 — — 7,495 （7,495） —
当期純利益 — 160,065 — — 160,065
配当金 — — （101,509） — （101,509）




























（f）   再売買契約
（g）繰延税金
（h）  引当金
（i）   金融商品
（j）   利息および手数料
（k）担保権の実行によって取得した資産















































































































































































































IAS NAS IAS NAS
総資産 2,559,476 2,479,804 2,326,968 2,165,396
株主持分 602,776 408,210 544,220 339,095
有形無形固定資産 121,005 60,983 120,587 56,472
業務粗利益 149,688 201,350 177,825 160,533
引当金 （29,944） （7,802） （23,399） （10,724）
税金費用 （44,660） （84,962） （37,372） （53,468）













This paper analyses the contents and their structures of annual reports published by
Bulgarian companies.  Through publication of the legislation of Bulgarian Accounting
Standards in 1996 and of the amendment of Accounting Act in 1998, Bulgarian accounting has
raised its international comparability.  Although Bulgarian Accounting Standards have made
important progresses towards harmonization with EC Directives, they still have disagreements
with IAS.  Bulgarian accounting is sought to advance to harmonize with IAS with the
development of the Bulgarian securities market in the future.
